
アメリカのマスターガーデナーと
その育成プログラム参加者の意識と活動
Study on the Attitudes and Activities of Master Gardeners
and Master Gardeners-in-Training in the United States

当校のボランティア育成コース「まちづくりガーデナーコース」のモデルとなったものが，アメリカで

30年以上の歴史をもつ「Master Gardener Program」である。本研究では，わが国におけるまちづくりボ

ランティアの育成手法の参考とするため，現地での調査と受講者・修了者へのアンケートにより彼らの

意識と活動の内容を探った。
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■「マスターガーデナー」とは？

　当校では，花と緑のまちづくりボランティアリ

ーダーとして「まちづくりガーデナー」の育成に

開校以来8年にわたって取り組んでいるが，この

システムのモデルとなったものが，1972年以来全

米の各州で取り組まれている「Master Gardener 

Program」である。このプログラムは，ワシント

ン州立大学が始めたものであるが，今では全州の

州立大学に広がっており，ワシントン州だけでも

3，000人以上のマスターガーデナーが活動してい

るとされている。それにしても，このようなボラ

ンティア育成プログラムが30年以上の長きにわた

って継続され，そしてその修了者が活発な活動を

展開し続ける背景には何があるのだろうか。その

ことを探り，わが国におけるボランティア育成の

参考とするため，このプログラム発祥の地である

シアトル市のワシントン州立大学のプログラムの

現地調査と受講者・修了者へのアンケートを行っ

た。(2005.1.～2.)

■結果

①受講者について

　講座の受講者は，女性が8割を占め，そのなか

でも50歳代が最も多い。

　また，受講の動機としては，「園芸技術を習得

したい」「称号を得たい」「まちづくりに貢献し

たい」などが上位を占めた。

　そのため，習得したい項目も「植物に関する知

識」から「ガーデンデザイン」「環境教育」「ま

ちづくり活動」まで多岐にわたっていた。

　修了後参加したい活動としては，「自然環境保

全活動」「樹木医・植物医としての活動」「まち

づくり活動」などが上位を占めた。

②マスターガーデナーについて

　修了してマスターガーデナーとして活躍してい

る人々も属性は、概ね受講者と同様であった。

　また，実際の活動時間としては，「緑化相談活

動」が最も多く，平均して年間65時間程度のボラ

ンティア活動に参加していることがわかった。

　また，このプログラム運営事務局の活動に高い

評価があり，修了以降も引き続きその活動のフォ

ロー，サポートをしていくことの重要性が明らか

になった。
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表-2 ボランティア活動の内容、時間

表-1　受講の動機

写真-1　受講のようす（ワシントン大学都市園芸センター講義室にて）

図-1　受講者の属性
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